
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年 ５月 １日 

学校名 福井市美山啓明小学校  

校長氏名  長谷川 祐二    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①  美山啓明地区の環境や地球環境について学習します。 

②  学校で節電や節水に努めます。 

③  ごみを減らし、リサイクルに努めます。  

２ 取組内容 

① 環境学習 

 ・校内に緑のカーテンを作ります。 

 ・足羽川の水生生物を調べ、川の環境を調べます。 

②節電・節水の取り組み 

   ・全校に節電・節水を呼びかけます。 

    ・歯磨きの時にはコップを使用して、水が出しっ放しにならないようにします。 

  ③ごみの軽減・リサイクル 

   ・各教室にエコペーパー袋を用意し、古紙のリサイクルに努めます。 

   ・教室や職員室などでごみの分別を徹底します。 

 ・ペットボトルのキャップをエコキャップとして回収し、ワクチンに変える活動に取

り組みます。  

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

  ③のごみの軽減・リサイクルでは、資源を使用し、分別して捨てたりリサイクルしたり

していく中で、ものの有限性について理解する。（有限性） 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月２１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市美山啓明小学校 
（学校の写真又はイラスト） 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 美山啓明地区の環境や地球環境について学習します。 

② 学校で節電や節水に努めます。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

 

 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

 ・外部機関と連携し、学校の横を流れている足羽川に稚鮎を放流した。足羽川はとても水

質がよく、稚鮎が育ちやすいということを学習した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・稚鮎の放流体験に伴い、足羽川周辺の環境をきれいにするためにごみ拾い活動を行っ

た。小さなごみから大きなごみまでたくさん落ちていて、自分達からまずごみを決めら

れた場所に分別して捨てようという意識が生まれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②節電・節水の取り組み 

 

 ・使わないときは、電灯を消したり、待機電力を減らすために、使い終わったらコンセン

トを抜いたりするよう呼びかけた。 

 ・歯みがきの時にはコップを使用し、水が出しっ放しにならないように気を付けた。 

 ・手洗いの時も、流すときだけ水を出すようにして節水を心がけた。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

③ごみの減量・リサイクル 

 ・各教室にエコペーパー袋やリサイクル箱を用意し、使用済みの用紙を捨てずに集めてリ

サイクルに努めた。 

 ・ペットボトルのキャップをエコキャップとして回収し、ワクチンに変える活動に取り組

んだ。 

 ・教室や職員室でごみの分別を徹底した。 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

  ③のゴミの軽減・リサイクルでは、資源を使用し、分別して捨てたりリサイクルしたり

していく中で、ものの有限性について理解する。（有限性） 

３ 
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 【具体的効果】 

①環境教育を通して、川で生きている生物について学び、自然との共生についてみん

なで考えたことで、児童の中に自然環境を大切にしようとする意識が育ってきた。 

②各クラスで、係の児童を中心に電気をこまめに消したり、委員会の児童を中心に水

を出しっ放しにしないように呼びかけたりして節電・節水の意識が高まった。 

③エコペーパー袋やリサイクル箱を各教室に設置して、多くの紙をリサイクルに回す

ことができた。また、エコキャップをワクチンに変える活動に今年度も継続して取

り組み、多くのエコキャップを回収することができた。また、地域の方からも回収

の問い合わせがあり、協力してもらうことができた。 

【改善点】 

・節水・節電について学校全体で意識付けができてきた。それでも、ときどき水を出

しっ放しにして、石鹸で手をあらったり、教室の電気を消し忘れていたりすること

があるので、今後も継続して意識を高める活動をしていきたい。 


